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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・平成20年度 第4回昇格試験を次の日程で実施します。今回は中級試験のみの実施となり

ます。各施設掲示の該当者一覧をご確認の上総務またはSGM、TOLにお申し込み下さい。

日　程：平成21年 1月26日(月)・27日(火)・28日(水)　3日間
時　間：17：30～19：00　場　所：メンタルケア3階　会議室

・外泊中床屋へ行った際も帰院後フローシートへ“床屋”を記入して下さい。

・患者様へのクリスマスプレゼント用の商品を東D休憩室へ一時的に（12/23の夕方まで）保管しています。夜間、東D休憩室利用される職員は手を触れない様お願いします。

・医薬品冷蔵庫を西病棟Ａユニットにて保管していましたが、Ａユニットを不在とする事がある為、Ｂユニットスタッフオフィス内へ移動しています。

・12/25（木）のクリスマス会でのスタッフの服装は、朝より私服で業務を行う事となりますので、間違いのないようにして下さい。

・12/27（土）午後より歯科診察があり、担当は東病棟となっています。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　忠晴様～昨日初外泊より帰院しています。飲酒要求は無く過ごしたとの事です。その際、昨日の昼食後薬を夕食後薬と勘違いし、内服せず帰院しています。外泊中の服用については自己管理していたとの事です。日直医報告し、内服せず経過観察の指示あり、そのまま経過観察となっています。

次回外泊希望あり、主治医より許可となっています。

12/28　13時（昼食は当院にて摂取）～12/29　20時まで（夕食は自宅にて摂取）

次回外泊時、服薬の確認を御家族様も一緒に行って頂くよう、再度説明していきましょう。また、家族勉強会の日程についても確認お願いします。主治医の都合の良い日程（火曜日の午前中か15時以降、金曜日の午前中）については伝えてあります。

・山崎　芳照様～昨日外泊より帰院しています。家族勉強会について、妻様より第一希望：23日　午前中、第二希望：24日　午後の希望あります。ＳＷ・心理士とも話し合い、23日午前中の実施予定となっています。本日、本人様より妻様へ連絡して頂き、23日で可能である事伝え、時間の確認をして頂く事としていますので、本人様への確認お願いします。

・寺地　利代子様～排便コントロールの為、シンラック液１本処方となっています。排便状況の確認を行っていきましょう。

・山下　拓也様～右側腹部痛継続している事からアスモロール１袋処方となっています。疼痛・腫脹・熱感等の観察行っていきましょう。

・鈴木　茂子様～３日間肛門部の疼痛無い事から、ボラザＧ軟膏を使用していない事主治医へ情報提供しています。昨日までの処方分にて処方止めとなっています。

＜週間連絡事項＞

１２／２３（火）　タオル漂白

　　　　　　　　　山崎　芳照様　家族勉強会１０時頃～の予定

　　　２４（水）　皮膚科診察　西病棟→北病棟

　　　　　　　　　川端Ｄｒ診察予定（時間未定）

　　　　　　　　　山崎　芳照様　退院時療養検討会　１３：３０～

　　　２５（木）　クリスマス会

　　　　　　　　　久保　清美様　デキスターチェック

　　　２６（金）　歯科診察

　　　　　　　　　モップ交換

　　　２７（土）　餅つき大会

　　　２８（日）　佐々木　忠晴様　外泊：１３時～１２／２９　２０時まで

＜Dr田名部担当患者様NCP評価・検討＞

・12/29（月）の診察は、通常通りとなります。

・泉川　ケイ子様～診察時「彼に会いたい気持ちは大きくなって来た」「前の主人に会いたい」「子供も居たような気がする」と話す事あり、主治医より現実的に考えるよう説明があります。また、「周囲に悪口を言われているような感じがする」等の妄想に左右された発言聞かれています。本日、薬剤調整目的で臨時処方となっています。妄想に左右された発言の有無、行動の有無を観察して行きましょう。

ジプレキサ（5）1T　1×vds/7T（精神神経用剤）

・田端　テル様～診察時「入院前にノイローゼと言われたが、ここでは血の道だと言われた」「薬をいじっている。乱れている。」と話す事があります。ロナセン（4）1T　1×昼後/7T（精神神経用剤）は飲み切り止めとなっています。引き続き、妄想に左右された発言・行動の有無を観察して行きましょう。

眼精疲労の訴え継続して見られている事から、サンコバ点眼液（眼科用剤）が1本処方となっています。眼精疲労の訴えの有無を確認し、状態観察をして行きましょう。

・田中　ミサオ様～今月の心電図検査にて心房細動の所見が見られた為、12/24（水）定期薬より、バファリン（81）1T（その他血液・体液剤）がワーファリン（1）1T（血液凝固阻止剤）へ変更となっています。その為、12/24（水）の朝食より納豆禁となっています。栄養Tへは連絡済みです。身体状態の観察をして行きましょう。

診察時、頭痛・咳等の風邪症状の訴え聞かれ、12/22（月）夕食後よりPL（3.0）3×ndE/2T（総合感冒薬）が臨時処方となっています。風邪症状の有無の観察をして行きましょう。

・加賀谷　芙美子様～食事で魚が出ると低血糖を起こす事を話されています。引き続き、低血糖症状に注意しながら身体状態の様子観察をして行きましょう。

低血糖時の予測指示が12/23（火）より14日分処方となっています。

・中森　みや子様～診察時、本人希望聞かれナパゲルン軟膏（鎮痛・消炎剤）が1本処方となっています。

・林　田鶴子様～診察時「おぎつねさんは25匹います。」と妄想に左右された発言聞かれています。継続して、妄想に左右された言動・行動の有無を観察して行きましょう。また、正月外泊に関して、主治医より2泊までの許可がありますのでご家族へ確認し正月外泊・外出を促して行きましょう。

・八木橋　牧雄様～診察時、断酒について主治医より聞かれると「何とも言えない。断酒ととまではっきり確立出来るか…」と話されています。「病院外に出た時、自分の欲求が出そうで怖い」とも話されており、主治医より今は治療へ専念するよう説明があります。本人より、不安・困った事などの訴えがあった際は傾聴し、継続して様子観察をして行きましょう。

＜精神障害者退院促進事業　障害者を取り巻く環境・関係機関の役割＞

講師：青明舎

１：目的

精神科病院に入院する精神障害者のうち、症状が安定し、受け入れ条件が整えば退院可能な者に対して退院の為の訓練を行う事により精神障害者の社会的自立を図る事を目的とする

↓

病院スタッフ等は、対象となる患者様（今までに各病棟より退院した患者様）へ青明舎での活動内容（どんな支援内容があるのか？どういった制度を利用出来るのか？）を上手く説明出来ていない事が現状として挙げられる

↓

対象となる患者様へ、青明舎での活動内容を紹介する事でより円滑に社会生活を送る事が出来るようになる為に、青明舎の仕組み・活動内容、機能や各システムについて理解・把握する

２：施設に関する仕組み・構造


・登録制である

・スタッフは精神保健福祉士とソーシャルワーカーである

・利用者は、主に家族と同居している方や単身生活者、グループホーム入居者である
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病院を退院





自宅・アパートへ





スタッフとの関係を上手く築くには時間を要する





病院を退院





青山荘・青風荘へ





自宅・アパートへ退院してから、青明舎を利用した方よりもスタッフとの関係を築くまでに時間を然程要する事が少ない。青明舎をそのまま利用出来る








